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町
行
政
懇
談
会

　
町
民
対
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

Ｑ
．
温
泉
の
改
修
、
ど
ん
な
風
に

変
わ
る
の
か
？

Ａ
．
お
風
呂
は
、ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
、

ひ
ま
わ
り
湯
の
人
工
温
泉
の
設

置
。男
女
浴
室
の
日
替
わ
り
入
浴
。

女
子
更
衣
室
の
改
修
、
露
天
風
呂

は
庭
木
を
撤
去
し
て
管
理
し
や
す

く
す
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
テ
ー
ブ

ル
、
厨
房
機
器
の
入
替
も
す
る
。

カ
ラ
オ
ケ
・
麻
雀
ル
ー
ム
の
設
置

や
温
泉
側
で
軽
食
や
ビ
ー
ル
の
提

供
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
、
貸

室
を
設
置
す
る
。

Ｑ
．
ふ
る
さ
と
納
税
、
た
く
さ
ん

も
ら
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
使
っ
て
い
る
の
か
？

Ａ
．
観
光
・
農
業
・
福
祉
・
教
育

な
ど
の
課
題
解
決
・
推
進
の
た
め

と
決
め
ら
れ
て
納
税
さ
れ
る
。
そ

れ
を
子
育
て
支
援
や
ひ
ま
わ
り
の

里
整
備
な
ど
の
財
源
に
振
り
分
け

て
い
る
。
返
礼
品
の
80
％
は
ひ
ま

わ
り
ラ
イ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
ひ
ま
わ
り
の
里
、
今
年
も
観

光
客
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
状
況

に
つ
い
て
も
教
え
て
欲
し
い
。

Ａ
．
今
年
は
35
万
６
千
人
の
観
光

客
に
来
て
頂
い
た
。
台
湾
か
ら
の

利
用
客
も
多
か
っ
た
。
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
平
日
も
入
り
込
み
が
落

ち
な
か
っ
た
。
北
竜
町
が
色
ん
な

情
報
機
関
の
中
で
定
着
し
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
町
で
は
「
町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
、
町
民
の
意
見
・
要
望

を
町
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
平
成
29
年
11
月
15
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で

町
行
政
懇
談
会
・
町
民
対
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
７
回
開
催
し
、
１
１
５
人
の
町

民
が
参
加
し
ま
し
た
。
主
な
意
見
・
要
望
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



3 平成３０年２月号

Ｑ
．
ひ
ま
わ
り
油
用
の
作
付
奨

励
、
か
な
り
有
利
な
内
容
だ
と
聞

い
た
が
、
い
く
ら
取
れ
て
も
い
い

の
か
？

Ａ
．
油
用
ひ
ま
わ
り
は
５
生
産
者

に
無
農
薬
で
作
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
去
年
よ
り
60
％
位
収
量
が
上

が
っ
た
。
商
品
は
現
行
２
７
５
ｇ

１
，
６
２
０
円
の
ほ
か
に
１
０
０

ｇ
位
で
１
，
０
０
０
円
以
内
の
商

品
の
開
発
や
化
粧
品
の
材
料
と
し

て
も
取
扱
を
進
め
て
い
る
。

　

生
産
者
へ
は
生
産
委
託
で
行
っ

て
い
る
が
、
来
年
は
原
料
買
上
で

対
応
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。
年
に
よ
る
収
穫
量
の
変
動
に

対
応
す
る
た
め
、
保
存
・
保
管
方

法
を
検
討
し
て
い
る
。

　

５
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
採
算

が
合
え
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。

課
題
も
多
い
が
、
１
～
２
年
で
は

結
論
は
出
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

町
の
特
産
品
と
し
て
油
は
残
し
た

い
。

Ｑ
．く
く
り
罠
の
免
許
持
っ
て
る

人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
？
　

高
齢
化
し
て
い
な
く
な
ら
な
い

の
か
？
　
処
分
も
大
変
だ
と
思
う

が
？

Ａ
．免
許
保
有
者
は
30
人
程
い
る
。

役
場
職
員
も
６
人
持
っ
て
い
る
。

銃
の
免
許
は
５
人
。
免
許
取
得
・

銃
購
入
な
ど
の
費
用
は
町
協
議
会

か
ら
助
成
し
て
い
る
。

　

捕
獲
し
た
場
合
は
鹿
は
１
頭
町

よ
り
５
，
０
０
０
円
、
国
か
ら
８
，

０
０
０
円
。
ア
ラ
イ
グ
マ
は
１
，

０
０
０
円
。
捕
獲
し
た
鹿
は
職
員

が
空
知
興
産
に
持
ち
込
ん
で
焼
却

処
分
し
て
い
る
。

Ｑ
．
町
長
が
先
日
海
外
に
米
を
売

り
に
行
っ
た
と
聞
い
た
。
手
応
え

や
感
想
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

Ａ
．
台
湾
は
、
昨
年
振
興
局
主
催

の
Ｐ
Ｒ
で
行
っ
て
い
る
。
ひ
ま
わ

り
の
人
気
は
別
格
。
そ
の
際
の
通

訳
さ
ん
を
通
じ
て
輸
出
を
検
討
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
商
社
が
安
心･

安
全
を
理
解
し
て
、
米
・
黒
千
石
・

ひ
ま
わ
り
油
を
買
取
し
て
、
台
湾

の
ス
ー
パ
ー
で
食
べ
方
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
を
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で

行
っ
て
き
た
。

　

富
裕
層
向
け
の
ス
ー
パ
ー
。
大

変
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
今
後
は
神

奈
川
に
あ
る
本
社
に
継
続
的
に
取

り
扱
っ
て
頂
く
よ
う
進
め
て
行
き

た
い
。

Ｑ
．
車
上
荒
ら
し
が
発
生
し
て
い

る
が
、
今
町
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
何

台
有
る
の
か
？
　
今
後
の
対
策
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？

Ａ
．
Ｈ
28
に
市
街
地
に
２
台
設
置

し
て
い
る
。
Ｈ
30
に
向
け
て
台
数

を
増
や
す
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
。
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
未
定

で
あ
る
。

Ｑ
．
国
民
健
康
保
険
制
度
の
保
険

者
が
北
海
道
に
変
わ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
保
険
料
の
徴
収
方
法
は
変

わ
る
の
か
？
　
全
道
的
な
徴
収
方

法
で
一
律
に
な
る
か
と
思
う
が
、

保
険
料
は
安
く
な
る
の
か
？

Ａ
．
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

道
か
ら
正
式
な
も
の
は
来
て
い

な
い
が
、
昨
年
出
し
た
試
算
の
段

階
で
は
安
く
な
る
。
た
だ
所
得
の

高
い
地
域
と
低
い
地
域
、
医
療
費

の
高
い
地
域
と
安
い
地
域
が
有
る

為
、
当
面
は
数
パ
タ
ー
ン
に
よ
り

計
算
し
、
後
々
は
平
準
化
に
な
る

と
の
予
定
で
す
。

Ｑ
．
12
月
２
日
か
ら
仮
店
舗
営
業

で
18
時
ま
で
。
冬
場
は
良
い
が
夏

場
は
一
作
業
終
え
て
か
ら
行
く
の

で
、
あ
と
30
分
く
ら
い
延
長
は
可

能
か
？
　
移
動
販
売
車
が
ま
わ
る

予
定
は
あ
る
の
か
？

Ａ
．
新
店
舗
オ
ー
プ
ン
予
定
の
４

月
21
日
ま
で
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
と
し
て
い
る
が
、
農

作
業
等
を
考
慮
し
て
検
討
す
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
現
行
Ａ
コ
ー

プ
北
竜
店
舗
を
借
り
て
営
業
で
き

る
様
に
な
っ
た
の
で
、
移
動
販
売

車
で
は
行
わ
な
い
。

Ｑ
．
碧
水
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の

利
用
状
況
と
利
用
者
の
評
判
は
？

Ａ
．
当
初
の
予
定
よ
り
多
く
の
町

民
が
利
用
し
て
い
る
。
利
用
者
か

ら
の
要
望
も
受
け
つ
つ
、
順
調
に

運
営
し
て
い
る
。

佐野町長とのふれあいプロジェクト

２月の町長室開放デーは、８日（木）、２２日（木）です。
午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。
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　和町内会の本田光恵さんが１月１０日に町長室を訪

れ、「父と夫が生前お世話になったことへの感謝」を

込めて町に１００万円を寄付されました。受け取った

佐野町長は「ご厚意に感謝します。町のために大切に

使わせていただきます」と、お礼を述べました。

本田光恵さんから

町に１００万円の寄付

　クリスマスの１２月２５日、(株)北興建設（藤井雅

仁社長）の職員がサンタクロースとトナカイに扮し、

和保育所を訪れ園児たちにクリスマスプレゼントを手

渡しました。

　園児たちはサンタクロースの登場に大喜びし、「あ

りがとう」と笑顔でプレゼントを受け取っていました。

和保育所園児に

サンタからプレゼント

　１月８日、北竜消防庁舎前にて平成３０年北竜消防

出初式が実施されました。

　佐野町長による年頭の言葉に続き、須見消防長から

の訓示、観閲が行われ、この後、和市街の国道２７５

号線にて団員らによる分列行進が実施されました。

　また式終了後は、公民館で永年勤続表彰並びに、退

任する消防団員や後援会役員に感謝状の贈呈などが行

われました。

平成３０年

北竜消防出初式

　北竜町体育協会(澤田正人会長)主催の第４０回北竜

町６人制バレーボール大会が、１２月１６日に改善セ

ンターで開催されました。男子の部は９チーム、女子

の部は６チームが出場し優勝を目指し熱戦が繰り広げ

られました。

第４０回北竜町

６人制バレーボール大会

優　勝　北竜町役場

準優勝　阿部一族

第３位　ほろかない

優　勝　「監督大内」

準優勝　北竜中学校バレーボール部

第３位　音江Ｊ･Ｃ･Ｅ

男
子

女
子

北竜町役場（左）　　「監督大内」（右）
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　北竜町商工会（藤井雅仁会長）の新年交礼会と優良

勤続者表彰式が１月１１日、会員・来賓約６０名の出

席のもと商工会館で行われました。

　藤井会長の挨拶に続いて優良勤続者表彰が行われ、

次の方々に表彰状が贈られました。　

北竜町商工会新年交礼会

並びに優良勤続者表彰式

（株）北竜振興公社　　 髙畑哲也 氏

（株）北竜振興公社　　 多田真弓 氏

北竜町社会福祉協議会　中島雅子 氏

（株）ひまわり観光　　 後藤　司 氏

（株）北興建設　　　　 芳賀博英 氏■１５年

■２５年

■２０年

■５年

平成２９年分の所得税の確定申告の受付が２月１６日（金）から始まります。

～ 申告書は自分で作成してお早めに ～

平成２９年分　確定申告

　確定申告書は、「前年の申告書控え」や「確定申告の手引き」などを参考に作成し、お早めに提出

して下さい。

　また、確定申告書は、国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】の「確定申告書等作成コーナー」

より簡単に作成することができます。作成した確定申告書は、そのままe-Taxで送信提出することが

できます。

　税務署の申告会場にお越しの際には、「前年の申告書控え」、確定申告に必要な書類及び印鑑、マ

イナンバーカード等の本人確認書類（下記参照）を持参願います。（前年、税務署などの申告会場で

パソコンを利用して申告された方で、「確定申告のお知らせ」が届いている方は、そのお知らせも持

参して下さい。）

　なお、税務署の閉庁日（土・日・祝日等）は、税務署での確定申告の受付は行っておりませんので、

ご注意下さい。

１．マイナンバーが確認できるものとして①と②のどちらか

　　 ①マイナンバーカード若しくはマイナンバー通知カード

　　 ②マイナンバーが記載された住民票の写し

２．運転免許証等の顔写真付きの身分証明書

　　〈 受付期限 〉

　　　　　所得税及び復興特別所得税　　　　　　３月１５日（木）まで

　　　　　消費税及び地方消費税〔個人事業者〕　 ４月２日（月）まで

本人確認書類とは

【問い合わせ先】　深川税務署　℡２３－２２６０

（株）北興建設　　　　 高木克裕 氏

（株）北興建設　　　　 上田広典 氏

（株）北興建設　　　　 福田　　 氏

北竜町社会福祉協議会  瀧本幸子 氏

黒千石事業協同組合    川田武雄 氏

黒千石事業協同組合    古沢真由美 氏

塩見建設（株） 　　    佐藤靖恵 氏

（株）金山若林 　　    斉藤　猛 氏
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議会広報委員会Ｎｏ．３２０

　

平
成
29
年
第
３
回
臨
時
会
は
12

月
18
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

発
議

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

原
案
可
決

○
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
６
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
２
，
０
０
０

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
４
，
２

０
４
，
６
０
５
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
３
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
０
８
，
０
１
３

千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

に

つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
５
６
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
２
６
６
，
０
８

９
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
３
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
５
０
０
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
４
３
２
，
７
７

６
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
２
８
０
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
２
３
，
５
９

５
千
円
と
す
る
。

　

12
月
７
日
に
開
会
さ
れ
た
第
４
回
定

例
会
で
は
、
６
名
の
議
員
か
ら
７
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

北
島
議
員

今
後
想
定
さ
れ
る
公
的
施
設
や

建
物
の
建
設
・
改
修
に
つ
い
て

北
島
議
員

　

現
在
、
多
額
な
工
事
費
で
町
有

施
設
等
の
建
設
・
改
修
が
行
わ
れ

て
お
り
、
将
来
的
な
町
財
政
に
対

す
る
不
安
を
拭
え
な
い
。
今
後
、

10
年
間
、
予
定
・
想
定
さ
れ
る
公

的
施
設
や
建
物
の
建
設
・
改
修
を
、

行
政
の
考
え
方
も
含
め
お
教
え
願

い
た
い
。

佐
野
町
長

　

今
後
10
年
間
に
予
定
し
て
い
る

公
共
施
設
の
建
設
・
改
修
工
事

は
、
平
成
30
年
度
は
北
竜
温
泉
、

観
光
セ
ン
タ
ー
、
碧
水
生
き
が
い

セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
、
単
身
者

住
宅
の
建
設
、
保
育
所
建
設
に
係

る
実
施
設
計
委
託
、
平
成
31
年
度

に
お
い
て
は
保
育
所
建
設
や
周
辺

公
園
整
備
、
桜
岡
公
営
住
宅
建
設

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。
平
成
32

年
度
以
降
は
、
合
同
庁
舎
や
公
民

館
、
小
・
中
学
校
、
公
営
住
宅
８

棟
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
改
修
工
事
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
が
、
平
成
30

年
に
策
定
す
る
「
北
竜
町
総
合
計

画
」
に
お
い
て
明
確
に
し
て
い
き

た
い
。
今
後
、
普
通
交
付
税
の
減

少
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
が
見
込

ま
れ
、
長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど

を
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

北
島
議
員

　

現
在
、
町
有
施
設
が
分
散
し
中

心
施
設
が
分
か
り
づ
ら
い
。
今
後

の
改
修
や
新
設
の
際
は
、
初
期
費

用
は
大
き
く
な
る
が
、
そ
の
機
能

や
目
的
を
集
約
し
一
つ
の
建
物
に

一
元
化
し
、
維
持
管
理
や
利
便
性
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の
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

佐
野
町
長

　

一
元
化
し
た
建
物
も
必
要
だ
と

思
う
が
、
今
後
策
定
す
る
総
合
計

画
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
反
映
さ
せ
た
い
。

北
島
議
員

　

要
望
に
な
る
と
思
う
が
、今
後
、

建
設
・
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
公

共
施
設
に
、
災
害
時
対
策
の
一
環

と
し
て
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
等
の
自

家
発
電
設
備
の
設
置
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

佐
野
町
長

　

現
在
、
温
泉
施
設
は
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
方
式
を
８
年
前
か
ら
導
入
し

暖
房
費
節
減
を
行
っ
て
い
る
。
時

代
背
景
も
あ
り
、
そ
の
様
な
事
も

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う

の
で
検
討
し
た
い
。

小
松
議
員

平
成
28
年
定
例
会
答
弁
に

お
け
る
検
討
課
題
に
つ
い
て

小
松
議
員

　

平
成
28
年
に
各
議
員
か
ら
出
さ

れ
た
一
般
質
問
に
対
す
る
答
弁
で
、

今
後
検
討
す
る
と
さ
れ
た
課
題
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
検
討
経
過
、

結
論
に
つ
い
て
伺
う
。

①
定
住
促
進
に
つ
い
て

②
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に
つ

い
て

③
北
竜
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
つ
い
て

④
碧
水
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
送

迎
に
つ
い
て

⑤
車
両
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
つ
い

て以
上
５
点
に
つ
い
て
検
討
結
果
を

伺
う
。

佐
野
町
長

　

議
会
終
了
後
、
頂
い
た
課
題
に

つ
い
て
職
員
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
ど
う
し
た
ら
そ
の
課
題
が
実

行
可
能
な
の
か
協
議
を
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
長
よ
り
答
え

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

南
波
企
画
振
興
課
長

　

定
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
民
間

賃
貸
住
宅
や
公
営
住
宅
の
入
居
状

況
、
空
き
家
情
報
の
把
握
を
行
っ

た
結
果
、
現
状
、
町
分
譲
地
は
完

売
、
民
間
賃
貸
住
宅
や
公
営
住
宅

に
は
ほ
ぼ
空
き
が
な
く
、
優
良
空

き
家
は
す
ぐ
に
入
居
者
が
決
ま
る

状
況
に
あ
り
、
町
外
か
ら
の
移
住

者
を
受
け
入
れ
る
為
の
有
効
な
支

援
策
を
見
い
出
す
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。　

　

現
在
、
新
た
な
分
譲
地
と
な
り

得
る
土
地
の
調
査
並
び
に
遊
休
町

有
地
の
活
用
、
お
試
し
移
住
実
施

に
向
け
た
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
う
え
で
「
住
み
た
い
町
、
住

め
る
町
」
づ
く
り
に
向
け
た
新
た

な
子
育
て
支
援
策
、
勤
労
支
援
策

な
ど
定
住
促
進
支
援
策
に
つ
い
て

も
、
平
成
31
年
度
よ
り
始
ま
る
新

た
な
総
合
計
画
に
盛
り
込
む
よ
う

考
え
て
い
る
。

中
村
住
民
課
長

　

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
は
、

現
在
、
国
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
対

す
る
「
児
童
扶
養
手
当
制
度
」
と

合
わ
せ
て
北
竜
町
独
自
の
「
ひ
と

り
親
家
庭
支
援
制
度
」
を
実
施
し

て
い
る
。
近
隣
町
の
実
施
状
況
や

現
行
制
度
の
内
容
を
十
分
協
議
し

た
結
果
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
施
策

に
よ
り
支
援
を
行
う
。

　

北
竜
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
は
高
齢
者

の
方
々
が
ま
だ
元
気
で
健
康
な
う

ち
に
大
都
市
よ
り
地
域
に
移
り
住

み
、
そ
の
地
域
に
溶
け
込
み
、
多

世
代
間
の
交
流
が
で
き
、
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
く
担
い
手
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。

北
竜
町
で
は
、
年
々
高
齢
化
が
進

行
し
、
認
知
症
の
高
齢
者
が
増
加

す
る
こ
と
か
ら
、
29
年
７
月
に
認

知
症
に
対
す
る
施
策
の
充
実
を
図

る
べ
く
、
多
く
の
実
績
を
積
み
上

げ
ら
れ
た
干
場
功
氏
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
し
て
ご
尽
力
頂
い

て
い
る
。

　

碧
水
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
送

迎
に
つ
い
て
は
、
施
設
と
し
て
の

送
迎
を
行
う
予
定
は
な
い
為
、
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
頂

き
た
い
。
又
現
在
「
碧
水
支
え
合

い
の
会
」
に
お
い
て
送
迎
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
実
施

内
容
や
方
法
に
課
題
が
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

大
矢
建
設
課
長

　

車
両
セ
ン
タ
ー
の
移
転
は
、
現

状
の
建
物
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
が
使
用
で
き
な
い
状
況
で
は
な

い
。
車
両
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
方
々

に
も
特
段
の
ご
理
解
を
頂
き
、
今

後
に
お
い
て
も
当
面
、
現
有
建
物

の
計
画
的
維
持
管
理
に
努
め
、
現

状
の
体
制
を
維
持
し
て
行
く
。

佐
々
木
議
員

 

平
成
30
年
度

 

　
　
予
算
編
成
に
つ
い
て

佐
々
木
議
員

　

12
月
15
日
を
提
出
期
限
と
す
る
、

各
課
、
各
係
か
ら
の
平
成
30
年
度

予
算
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
予
算
編
成
に
あ
た
り
職
員
へ
の

編
成
方
針
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
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松
永
議
員

　

町
長
２
期
目
の
今
後
の
政
策
は

何
を
重
点
に
す
る
の
か

佐
野
町
長

任
期
残
り
２
年
間
、
米
を
主
体
と

し
た
農
業
振
興
、
ひ
ま
わ
り
に
よ

る
観
光
振
興
、
子
育
て
支
援
や
福

祉
施
策
、
商
工
業
の
支
援
等
を
し

っ
か
り
や
っ
て
い
く
。
ま
た
、
温

泉
２
期
工
事
、
保
育
所
建
設
も
有

利
な
財
政
条
件
下
で
着
実
に
行
っ

て
い
く
。

松
永
議
員

　

補
助
金
81
万
円
を
要
し
た
ひ
ま

わ
り
の
里
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
成

果
は
あ
っ
た
の
か
。

佐
野
町
長

　

開
町
１
２
５
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

よ
り
補
助
金
を
頂
き
花
火
と
併
せ

て
実
施
し
た
が
、
天
候
も
よ
く
絶

賛
の
声
が
多
か
っ
た
。
来
年
も
試

験
的
に
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

松
永
議
員

　

保
育
所
建
設
に
あ
た
り
基
本
設

計
を
依
頼
し
た
隈
研
吾
氏
と
当
町

と
の
関
係
は
。

高
橋
副
町
長

　

第
３
回
定
例
議
会
に
お
い
て
保

育
所
基
本
設
計
料
４
，
７
９
６
千

円
で
委
託
し
た
隈
研
吾
氏
は
、
平

成
９
年
に
２
度
来
町
し
た
際
、「
北

竜
町
で
何
か
出
来
る
事
が
あ
れ
ば

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

お
声
が
け
頂
い
て
お
り
、
本
件
を

好
機
と
考
え
依
頼
し
た
。

松
永
議
員

　

町
長
の
行
政
報
告
書
で
定
例
議

会
当
日
に
一
部
差
し
替
え
す
る
の

は
何
故
か
。

佐
野
町
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
や
農
産
物
の
状

況
な
ど
、
定
例
議
会
直
前
ま
で
の

最
新
情
報
を
報
告
す
る
た
め
。
今

後
改
善
点
が
あ
れ
ば
議
会
と
協
議

し
た
い
。

松
永
議
員

　

町
職
員
が
個
人
の
携
帯
電
話
で

公
務
の
対
応
を
し
た
場
合
、
町
と

し
て
補
填
は
あ
る
の
か
。
ま
た
あ

る
私
的
団
体
の
行
事
関
係
の
連
絡

先
が
役
場
の
電
話
番
号
と
な
っ
て

い
た
が
、
町
と
し
て
は
こ
の
よ
う

な
使
用
の
仕
方
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

高
橋
副
町
長

　

町
立
診
療
所
や
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
町
民
と
の
連
絡
調
整
が

時
間
外
に
及
ぶ
部
署
は
公
費
に
よ

る
携
帯
電
話
で
対
応
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
は
公
私
の
区
分
が
困
難

で
あ
り
補
填
す
る
考
え
は
な
い
。

ま
た
私
的
団
体
の
連
絡
先
が
役
場

と
な
っ
て
い
た
の
は
、
町
づ
く
り

や
産
業
振
興
の
面
か
ら
使
用
し
た

が
、
今
後
、
公
的
電
話
の
適
正
使

用
に
つ
い
て
取
り
計
ら
っ
て
い
き

た
い
。

佐
野
町
長

　

他
に
も
私
的
団
体
の
事
務
局
を

役
場
職
員
が
行
っ
て
い
る
も
の
が

あ
り
、
産
業
振
興
や
地
域
づ
く
り

の
面
か
ら
可
否
は
言
い
難
い
。
今

後
内
部
で
検
討
し
た
い
。

わ
れ
た
の
か
。

②
10
ヶ
年
の
町
総
合
計
画
（
平
成

30
年
が
最
終
年
度
）、
過
疎
地
域

自
立
推
進
法
に
基
づ
く
事
業
進
行

で
あ
る
の
か
。

③
財
政
規
律
に
つ
い
て
、
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
。

④
財
源
と
し
て
大
き
な
比
率
を
占

め
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後

の
収
支
推
移
と
使
途
に
つ
い
て
。

佐
野
町
長

　

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
は
、

国
の
動
向
及
び
本
町
に
お
け
る
現

状
の
課
題
や
財
政
状
況
、
今
後
の

見
通
し
な
ど
を
踏
ま
え
、
将
来
の

人
口
減
少
を
見
据
え
た
北
竜
町
独

自
の
施
策
の
早
期
か
つ
着
実
な
推

進
と
財
政
の
健
全
化
に
よ
る
持
続

可
能
な
行
財
政
基
盤
構
築
の
両
立

を
基
本
と
し
て
予
算
編
成
方
針
を

定
め
、
11
月
の
定
例
課
長
会
議
に

お
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
別

途
職
員
説
明
会
を
開
催
し
、
全
職

員
が
共
通
認
識
の
も
と
に
予
算
編

成
を
行
う
よ
う
指
示
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

各
種
施
策
、
事
業
の
推
進
に
は
、

北
竜
町
総
合
計
画
や
、
過
疎
地
域

自
立
促
進
市
町
村
計
画
、
総
合
戦

略
な
ど
各
種
計
画
に
基
づ
く
と
と

も
に
、
現
状
に
お
け
る
課
題
や
町

民
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
計
画

的
か
つ
効
率
的
な
施
策
、
事
業
推

進
に
努
め
て
い
る
。

　

財
政
規
律
は
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
的
に
財
政
状
況
の
健
全
性
を

保
つ
よ
う
自
律
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
本
町
の
主
要

な
自
主
財
源
と
な
っ
て
お
り
、
平

成
29
年
度
に
お
い
て
は
昨
年
を
上

回
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
現
状
の
中
、
５
月
に
本
町

の
「
地
域
資
源
を
企
業
と
連
携
し

活
用
し
た
新
た
な
産
業
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
国
か
ら
認
定
さ
れ

今
後
に
お
い
て
は
、「
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
」
制
度
を
活
用
し
た

取
り
組
み
を
併
せ
て
推
進
し
、
現

状
の
水
準
を
維
持
で
き
る
よ
う
努

め
る
。
寄
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
寄
付
者
の
意
向
に
沿
っ
た
各

種
施
策
の
推
進
の
為
、
有
効
活
用

に
努
め
る
。

松
永
議
員

今
後
の
行
政
方
針
に
つ
い
て
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佐
光
議
員

今
町
内
外
共
に
教
育
界
は
、
か
つ

て
な
い
変
革
、
変
貌
期
を
む
か
え

て
い
る
。
本
町
で
も
、
児
童
生
徒

の
減
少
、
小
中
学
校
の
老
朽
化
、

更
に
は
小
中
一
貫
教
育
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
等
教
育
の
多

様
化
等
大
き
な
課
題
が
の
し
か
か

っ
て
お
り
、
早
急
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
教
育

長
の
見
解
を
伺
う
。

本
多
教
育
長

　

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
を
進
め

る
う
え
で
、
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
展
す
る
中
で
外
国
語
教
育

の
充
実
を
図
る
為
に
も
、
外
国
語

教
育
は
、
小
学
５
年
生
か
ら
英
語

を
教
科
化
、
外
国
語
活
動
は
小
学

３
年
生
か
ら
開
始
す
る
事
と
な
り
、

次
年
度
か
ら
先
行
実
施
し
、
更
に

小
中
学
校
の
連
携
を
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

郷
土
愛
を
育
て
る
教
育
と
し
て
、

「
世
界
の
ひ
ま
わ
り
栽
培
」
等
特

藤
井
議
員

　

近
年
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
む

中
、
都
市
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
が
、
地
域
と
の
連
携
、
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
更
に

進
め
て
行
く
た
め
平
成
31
年
度
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の

導
入
に
向
け
て
、
小
中
学
校
と
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

小
中
学
校
校
舎
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
が
昭
和
45
年
、
中
学
校
が

昭
和
50
年
に
建
設
さ
れ
、
そ
の
後

大
規
模
改
修
を
小
学
校
平
成
元
年
、

中
学
校
平
成
５
年
に
実
施
。
ま
た
、

耐
震
補
強
工
事
を
両
校
と
も
に
平

成
22
年
に
行
っ
て
お
り
、
学
習
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
管
理
し

て
い
る
。

　

今
後
の
学
校
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、「
次
期
北
竜
町
総
合
計
画
」

策
定
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
て
、
町

民
の
皆
様
に
回
答
を
戴
い
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
更
に
保
護
者
、
生

徒
か
ら
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　

現
在
児
童
生
徒
数
は
、
小
学
校

市
町
村
で
も
外
国
人
労
働
者
が
多

く
の
分
野
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
の

を
見
か
け
る
。

　

北
竜
町
に
つ
い
て
も
、
労
働
者

不
足
は
深
刻
な
問
題
と
考
え
る
。

外
国
人
を
雇
用
し
て
で
も
労
働
力

の
不
足
を
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
、
理
事
者
の
考
え

を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

少
子
高
齢
化
に
加
え
、
日
本
全

体
で
人
口
が
減
少
し
て
い
る
現
状

に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
人

材
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

　

役
場
も
例
外
で
は
な
く
、
特
に

技
術
を
要
す
る
専
門
的
分
野
の
職

員
の
募
集
を
行
っ
て
も
、
応
募
が

な
か
な
か
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

近
隣
で
は
妹
背
牛
町
の
工
場
２

社
で
合
わ
せ
て
22
人
の
外
国
人
労

働
者
を
雇
用
し
て
お
り
、
雨
竜
町

や
沼
田
町
で
も
建
設
業
者
が
数
人

の
外
国
人
の
方
を
雇
用
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
農
業
に
関
し
て
も
、
雨

竜
町
で
季
節
的
に
雇
用
し
て
い
る

事
例
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
は
、

求
人
募
集
や
住
宅
の
手
配
等
全
て

当
事
者
が
行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

社
会
状
況
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

慢
性
的
な
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
。
町
と
し
て
商
工
会
と
も
連
携

67
名
、
中
学
校
37
名
、
合
わ
せ
て

１
０
４
名
で
あ
る
。
今
後
平
成
35

年
度
ま
で
毎
年
10
名
前
後
の
新
入

学
児
童
が
入
学
し
児
童
生
徒
数
は
、

約
１
０
０
名
で
推
移
す
る
も
の
と

予
測
し
て
い
る
が
、
平
成
31
年
度

に
は
小
学
校
で
複
式
学
級
と
な
る

学
年
が
出
て
く
る
の
で
、
町
費
に

よ
る
臨
時
教
員
の
採
用
に
よ
り
、

複
式
を
避
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
学
校
の
部
活
動
は
、
現
在
単
独

で
行
っ
て
い
る
が
次
年
度
以
降
に

つ
い
て
は
、
新
入
生
の
動
向
、
学

校
の
意
向
を
反
映
し
た
中
で
対
応

し
て
参
り
た
い
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

自
信
を
持
っ
て
自
立
し
て
、
社
会

で
生
き
て
い
け
る
力
を
身
に
付
け

る
事
が
出
来
る
よ
う
、
教
育
環
境

の
整
備
に
努
め
て
参
り
た
い
。

佐
光
議
員

　

先
程
小
学
校
の
複
式
学
級
の
対

応
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
私
は
複
式

学
級
に
な
っ
て
も
せ
め
て
義
務
教

育
ま
で
は
、
故
郷
北
竜
町
で
学
べ

る
よ
う
…
学
校
も
な
い
町
に
だ
け

は
、
な
ら
な
い
よ
う
「
オ
ー
ル
北

竜
」
で
努
力
す
べ
き
と
意
見
を
申

し
上
げ
る
。

佐
光
議
員

今
後
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

藤
井
議
員

 

労
働
者
の
雇
用
に
つ
い
て
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し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
募
集
状
況
や
条
件
な
ど

の
周
知
、
あ
る
い
は
空
き
家
バ
ン

ク
に
よ
る
住
宅
の
斡
旋
な
ど
の
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
、
協
力
で
き

る
範
囲
で
対
応
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

藤
井
議
員

　

外
国
人
の
雇
用
は
言
葉
だ
け
の

問
題
で
は
無
く
、
面
接
の
た
め
に

現
地
へ
出
向
や
雇
入
れ
前
の
語
学

の
勉
強
の
費
用
や
通
年
雇
用
の
条

件
等
、
雇
用
側
に
は
と
て
も
大
き

な
負
担
が
あ
る
。

　

ま
た
、
自
国
で
は
車
の
運
転
を

し
て
い
て
も
、
日
本
で
は
国
際
免

許
が
取
得
で
き
な
い
国
も
あ
り
、

交
通
の
便
の
悪
い
と
こ
ろ
で
は
不

便
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

空
き
家
が
町
中
に
あ
れ
ば
良
い
が
、

出
来
れ
ば
町
営
住
宅
の
利
用
の
検

討
も
お
願
い
し
た
い
。

　

企
業
に
よ
っ
て
雇
用
出
来
る
人

数
は
異
な
り
、
ま
た
現
在
３
年
間

の
通
年
雇
用
が
５
年
間
に
変
更
に

な
っ
て
来
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

社
会
全
体
の
労
働
力
不
足
は
深

刻
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
早
期
に

解
決
す
る
た
め
に
行
政
と
し
て
、

ご
指
導
、
情
報
の
提
供
を
お
願
い

す
る
。
ま
た
、
外
国
人
労
務
者
の

雇
用
に
つ
い
て
今
後
、
助
成
等
の

検
討
を
お
願
い
す
る
。

佐
野
町
長

　

住
宅
建
設
な
ど
に
国
等
の
助
成

な
ど
が
な
い
か
、
ま
た
、
商
工
会

と
も
検
討
し
て
行
き
た
い
。

藤
井
議
員

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
っ
て

経
済
は
都
市
圏
で
は
向
上
し
た
と

言
っ
て
い
る
が
、
当
町
に
お
い
て

は
未
だ
経
済
効
果
が
各
分
野
に
お

い
て
見
ら
れ
な
い
。
所
得
は
低
迷

し
た
状
態
で
あ
る
。
近
隣
市
町
で

は
地
元
の
消
費
拡
大
、
景
気
回
復

に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
で
、

支
援
し
て
い
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
券
が
当
町
に
お
い
て
も
、

必
要
と
考
え
る
が
、
理
事
者
の
考

え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。
ま
た
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
以
外
で
考
え

て
い
る
対
策
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か

せ
願
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

個
人
商
店
の
閉
店
、
廃
業
な
ど

に
よ
り
、
本
町
の
商
業
は
年
々
縮

小
傾
向
に
あ
る
。
平
成
26
年
度
に

実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

で
も
町
内
の
買
い
物
に
対
す
る
不

満
、
不
安
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
43
％
を
超

え
、
益
々
買
い
物
へ
の
不
安
を
抱

え
る
人
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
現
在
、
建
設

中
の
「
北
竜
町
商
業
活
性
化
施
設

コ
コ
ワ
」
は
北
竜
町
商
店
街
活
性

化
の
核
施
設
と
し
て
、
町
内
各
商

店
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
不
足
業
種
の
補
完
的
な
役

割
と
し
て
季
節
に
合
わ
せ
た
衣
料

品
の
販
売
会
な
ど
も
検
討
さ
れ
て

い
る
。
今
後
、
商
工
会
、
北
竜
振

興
公
社
と
の
連
携
を
密
に
し
て
事

業
実
施
に
当
た
っ
て
参
り
た
い
。

　

現
在
、
町
内
で
は
多
面
的
機
能

支
払
に
お
い
て
作
業
労
賃
の
一
部

を
専
門
店
街
商
品
券
で
交
付
す
る

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

今
後
は
他
事
業
で
も
取
組
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
検
討
し
て
参
り

た
い
。

　

ご
質
問
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
券
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣

旨
に
つ
い
て
は
充
分
に
理
解
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
実
施
内
容
や
時

期
に
つ
い
て
早
急
に
商
工
会
と
も

協
議
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

藤
井
議
員

 

北
竜
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付

 

　
　
　
商
品
券
に
つ
い
て

平成３０年の町内会長をお知らせします
碧水 瀬 戸 正 板谷 藤 井 二 郎 和町 小 松 忠 彦

岩村 河 野 朗 西川 佐 藤 靖 雄 和本町 齋 藤 勇 治

美葉牛 竹 橋 守 桜岡 谷 本 明 三谷 佐 藤 健 一

古作 前 田 規 文 和 中 島 則 明 　【任期】
　　平成３０年１月１日
　　～平成３０年１２月３１日共栄 川 田 啓 一 和東町 藤 岡 紀 元
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口座振替の申し込みはお早めに
４月振替の２年・１年・６ヵ月前納の申し込みは２月末日迄に!!

■問い合わせ先　砂川年金事務所　　　　　℡０１２５-５２-２１４４
　　　　　　　　役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１

　

今
国
で
子
ど
も
の
出
生
者
94

万
人
と
１
０
０
万
人
を
切
っ
た
。

死
亡
者
は
、
戦
後
最
多
で
１
３

４
万
人
で
そ
の
差
は
40
万
人
の

自
然
減
で
過
去
最
大
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。

　

今
本
町
の
人
口
は
、１
，９
１
０

人
（
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
）

で
昨
年
よ
り
51
人
減
じ
た
。
出
生

者
は
10
人
、
死
亡
者
は
24
人
と

自
然
減
14
人
、
社
会
減
37
人
で

２
，
３
ヵ
月
後
に
は
１
，
９
０

０
人
を
切
る
で
あ
ろ
う
。
２
０

４
０
年
に
は
１
，
５
０
７
人
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
我
が
町
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
ま
ま
い
く
と
２
０
４
０
年

ま
で
に
全
国
の
市
町
村
は
半
減

す
る
と
予
測
し
た
、「
元
総
務
大

臣
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
が
き
っ
か

け
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ

し
て
い
る
。
国
も
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
、

地
方
創
生
な
ど
政
策
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
何
と
言
っ
て
も
該

当
す
る
町
が
ど
う
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
か
に
か
か
っ
て
来
る
。

今
ま
で
の
た
だ
施
設
等
が
あ
れ

ば
い
い
、
出
来
れ
ば
い
い
の
発

想
で
は
生
き
残
れ
な
い
。
町
の

宝
と
し
て
、
財
産
と
し
て
残
り
、

ど
う
波
及
効
果
を
生
み
、
町
の

魅
力
を
高
め
る
か
に
か
か
っ
て

来
る
。

　

我
が
町
が
未
来
永
劫
に
ま
で

生
き
延
び
る
為
に
も
何
を
す
る

か
、
こ
こ
４
，
５
年
が
町
の
存

亡
を
か
け
る
正
念
場
と
言
え
る
。

幸
い
に
、
町
民
皆
で
成
し
遂
げ
た

「
ひ
ま
わ
り
」
に
よ
る
観
光
、
農

業
者
の
総
意
で
成
し
え
た
日
本

農
業
賞
大
賞
、
大
企
業
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ニ
ュ

ー
ひ
ま
わ
り
油
（
燦
燦
）
等
、
又
、

日
本
を
代
表
す
る
建
築
デ
ザ
イ

ナ
ー
隈
研
吾
氏
（
日
本
国
立
競
技

場
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
等
人
材
・
人

脈
の
協
力
体
制
も
生
ま
れ
、
更

に
次
代
を
担
う
後
継
者
も
育
て

て
い
る
。
ま
さ
に
追
い
風
が
吹
き
、

町
長
も
先
見
性
を
も
っ
て
こ
の

難
関
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

こ
そ
行
政
、
議
会
、
町
民
一
丸

と
な
っ
て
乗
り
越
え
素
敵
な
町

を
つ
く
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
佐
光　

勉
）
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■ 『北龍彗星を楽しむ会』開催
　　２月２３日(金)１８：００～２０：００
　　●料金：３，０００円　　●送迎バス運行：和・美葉牛方面
　　「北龍彗星」が飲み放題! 　生ビール１杯＆おつまみサービス!!

　サンフラワーパーク北竜温泉では、昨年商品化した「燦燦ひまわり油」に続き、

平成３０年２月１９日より味わい豊かな「北竜焙煎ひまわり油」の販売をはじめます。

　北竜焙煎ひまわり油は、ひまわりの色や味わいを残しながら、丁寧に濾過するこ

とで、臭いを極力抑えた仕上がりです。瓶のラベルは、昔のひまわり油缶のデザイ

ンを受け継ぐ「復刻デザイン」と「ひまわり咲ちゃん」の２種類です。

　この北竜焙煎ひまわり油を北竜町民の皆様に、期間限定の還元価格でご提供しま

す。この機会にぜひお試しください。

　善玉コレステロールを減らさず、悪玉コレステロールのみを減らす働きのある

オレイン酸の含有量は１００ｇ当たり８０％程度で植物油の中でもトップレベル。

ビタミンＥも豊富に含まれています。生食でも、熱にも強いので炒め物にも幅広

くご使用できます。

　サンフラワーパーク北竜温泉売店のみで期間限定の販売となります。

　還元価格での販売期間：平成３０年２月１９日（月）～３月３１日（土）

名　　称：北竜焙煎ひまわり油

原材料名：食用ひまわり油
　　　　　（ハイオレイック）

内 容 量：１００ｇ

保存方法：常温、暗所保存

販 売 者：(株)北竜振興公社

販売価格：９７２円（税込み）

【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】

◆北竜町特産ひまわり油って？

◆還元価格：５００円（税込み）

◆「ひまわり油を知る」セミナー

■色も風味も濃厚な新商品
　「北竜焙煎ひまわり油」が登場します！

　　●日時：２月１８日（日）１５時～　　●場所：北竜温泉２階大ホール

　　　ひまわり油のプレゼント付き！　皆様のお越しをお待ちしております。
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　平成２９年度の歳末たすけあい運動は、皆様方の温かいご理解とご協力によりまして下記のとおり総額

５１０，９３０円が寄せられました。

　ご協力をいただきました町内会を始め各団体・組織、また各親睦会の皆様、並びに配分等にご尽力くだ

さいました民生委員各位に対しまして心から感謝申し上げます。１２月２５日に民生委員のご協力をいた

だき、対象者の方々にお見舞金としてお届けさせていただきました。

　今後とも共同募金運動の推進に町民皆様方のご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

歳末たすけあい募金にご協力いただき
ありがとうございました

ご芳名 募金額 ご芳名 募金額 ご芳名 募金額

各町内会 １８５，７５０ 北竜町人権擁護委員 ２，０００ 北竜町社会福祉協議会役員 １２，０００

北竜町議会議員 ３０，０００ 北竜ライオンズクラブ ２６，０００ 北竜町社会福祉協議会職員 ９，０００

北竜町三役 １８，０００ 福士村 １０，０００ 北空知信用金庫北竜支店 １０，０００

北竜土地改良区役員 ９，０００ ダチョウクラブ １０，０００ ＪＡきたそらち北竜支所
職員親睦会 ５，０００

北竜町農民協議会 ５，０００ 福祉センター ２，０８７ ＪＡきたそらち北竜支所
青年部 ５，０００

北竜町商工会役員 ５，５００ 真竜小学校児童会・教師 ５，５８４ ＪＡきたそらち北竜支所
女性部 ５，０００

北竜町教育委員 ４，０００ 北竜中学校生徒会・教師 １２，０９０ ひまわりダンス同好会 １５，０７０

北竜町民生委員 １０，０００ 北竜町役場一心会 １５，０００ 北竜町日赤奉仕団街頭募金 ８３，８４９

北竜町農業委員 ５，０００ 北竜土地改良区親交会 ５，０００
合計 ５１０，９３０

北竜町保護司 ４，０００ 北竜町商工会互助会 ２，０００

（単位：円）

真竜小学校児童会・教師から

12/15 北竜町日赤奉仕団街頭募金（碧水） 12/15 北竜町日赤奉仕団街頭募金（和）

北竜中学校生徒会・教師から
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今
月
の
行
政
相
談

ちびっこひろば
　○日  時　２月７日（水）10:00～11:30

　　場  所　和保育所内 支援センター室

　　内  容　元気に雪遊び

　　持ち物　暖かい服装・ジャンプスーツ・

　　　　　　帽子・手袋（毛糸以外）

　○日  時　２月22日（木）10:00～11:30

　　場  所　すこやかセンター

　　内  容　ミニミニサーキッド

ピカピカキッズ
　○日  時　２月16日（金）10:00～11:30

　　場  所　すこやかセンター 

　　内  容　栄養講座「食事の量の目安」

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
又
は
要
望
や
意
見
な
ど

を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

２
月
20
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　
　

℡
３
４
・
２
６
１
１

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

2/4
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

中澤歯科整形外科医院
℡ 22-6382

2/11
（日）

深川市立病院
(担当医・みきた整形外科クリニック
 　　　　　　 院長 三木田 光）

℡ 22-1101

近藤歯科医院
℡ 35-2538

2/12
（月）

深川市立病院
(担当医・ 代田 剛）

℡ 22-1101

伊藤歯科医院
℡ 0125-52-2222

2/18
（日）

深川市立病院
(担当医・成田医院 院長 成田 昭彦）

℡ 22-1101

武内歯科医院
℡ 0125-23-3525

2/25
（日）

深川市立病院
(担当医・津田こどもクリニック
 　　　　　　 院長 津田 尚也）

℡ 22-1101

あさひ歯科クリニック
℡ 0125-22-0033

3/4
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

たなか歯科医院
℡ 23-5545

休　日　当　番　医

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日(
火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

　

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

西
野
委
員
・
中
村
委
員

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

澤
田
委
員

農
業
後
継
者
に
対
す
る

結
婚
相
談
所
の
開
設

　

北
竜
町
農
村
後
継
者
対
策
推
進

協
議
会
主
催
に
よ
る
結
婚
相
談
所

を
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

結
婚
に
関
す
る
ご
相
談
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

日
時

　

２
月
14
日 (

水)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

公
民
館　

第
一
研
修
室

担
当
相
談
員

　

水
谷 

茂
樹 

相
談
員(

美
葉
牛
）

　

出
口 

宜
伸 

相
談
員(

古
作
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
竜
町
農
村
後
継
者
対
策
推
進

　

協
議
会

　
（
事
務
局:
産
業
課
農
業
担
い
手
係
）

　

℡
３
４
・
２
１
１
１
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２月の保健行事
にこにこベビーズ

 ２日(金) 10:00～12:00

　　　　  すこやかセンター

ヘルシー講座

 ５日(月) 10:00～13:00

　　　　  すこやかセンター

すこやかセンター親子自由開放

 ８日(木) 10:00～16:00

　　　　  すこやかセンター

健康相談

 21日(水) 10:00～11:00

　　　　  すこやかセンター

　　　　  13:00～14:00

　　　　  碧水地域支え合いセンター

里
親
制
度
に
係
る

講
演
会
・
体
験
発
表
会

　

身
近
で
誰
に
で
も
で
き
る
社
会

貢
献
「
里
親
制
度
」。
私
た
ち
を

取
り
巻
く
地
域
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
、
子
育
て
中
の
方
、
子
育

て
に
関
心
の
あ
る
方
、
学
生
さ
ん

や
地
域
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

３
月
10
日(

土)

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所

　

岩
見
沢
市
民
会
館
ま
な
み
ー
る

テ
ー
マ

　

「
地
域
に
広
げ
よ
う
！　

里
親

の
輪
」

講
師　

北
川 

聡
子 

氏
（
社
会
福

祉
法
人
麦
の
子
会 

総
合
施
設
長
）

対
象
者

　

子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方
、
学

生
、
教
育
福
祉
等
関
係
者
、
そ
の

他
一
般

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

岩
見
沢
児
童
相
談
所
地
域
支
援
課

℡
０
１
２
６
・
２
２
・
１
１
１
９

巡
回
無
料
法
律
相
談

　

北
竜
町
実
施
の
巡
回
無
料
法
律

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】

　

旭
川
弁
護
士
会
所
属

　

石
井 

洋
文 

弁
護
士

日
時　

２
月
15
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所

　

北
竜
町
公
民
館
第
二
研
修
室

予
約
受
付

北
竜
町
役
場
総
務
課

℡
０
１
６
４
・
３
４
・
２
１
１
１

交
通
事
故
の
援
護
制
度

■
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

（
無
利
子
）

対
象　

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
）
事

故
に
よ
り
保
護
者
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺
障
害
を
残

す
こ
と
と
な
っ
た
ご
家
庭
の
お
子

様
で
、
０
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
。

貸
付
金
額

　

一
時
金
15
万
５
千
円
、
以
後
月

額
２
万
円
又
は
１
万
円（
選
択
制
）、

小
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金

４
万
４
千
円
。

返
還
方
法

　

貸
付
終
了
後
、
原
則
と
し
て
20

年
以
内
の
月
々
均
等
払
い

■
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

対
象　

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
）
事

故
に
よ
る
重
度
の
後
遺
障
害
に
よ

り
、
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
で

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
。

支
給
額　

月
額
２
９
，
２
９
０
～

　
　
　
　

１
３
６
，
８
８
０
円

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
旭
川
支
所

℡
０
１
６
６
・
４
０
・
０
１
１
１

冬
の
地
震
災
害
に
備
え
る

　

地
震
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
冬

に
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

雪
の
多
い
北
海
道
で
は
、
夏
よ
り

も
被
害
が
大
き
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。　
　

①
雪
へ
の
備
え

　

屋
根
に
多
く
の
雪
が
積
も
っ
て

い
る
と
、
雪
の
重
み
に
よ
り
家
の

倒
壊
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
屋
根

か
ら
の
落
雪
で
、
避
難
路
が
ふ
さ

が
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
火
災
へ
の
備
え

　

冬
は
夏
と
比
べ
て
風
が
強
く
空

気
が
乾
燥
し
て
お
り
、
ま
た
、
ス

ト
ー
ブ
な
ど
暖
房
器
具
を
使
用
し

て
い
る
た
め
、
火
災
の
危
険
が
高

ま
り
ま
す
。
地
震
が
起
き
た
ら
ま

ず
身
の
安
全
を
守
り
、
揺
れ
が
お

さ
ま
っ
て
か
ら
暖
房
器
具
や
ガ
ス

コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
気
が
復
旧
す
る
際
に

電
気
製
品
な
ど
が
シ
ョ
ー
ト
す
る

こ
と
に
よ
り
、
火
災
が
発
生
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
避
難
す
る
時

に
は
必
ず
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し

ま
し
ょ
う
。

③
寒
さ
へ
の
備
え

　

地
震
に
よ
っ
て
電
気
や
ガ
ス
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ

し
、
暖
房
器
具
が
使
え
な
く
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
防

寒
着
、
毛
布
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

な
ど
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
。
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●
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
の
妨
害

に
　

違
法
駐
車
が
あ
る
た
め
に
交
通

渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
ス
ム
ー
ズ

な
車
両
走
行
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
歩
道
上
駐

車
は
歩
行
者
の
歩
行
を
妨
げ
ま
す
。

●
交
差
点
付
近
で
の
事
故
の
原
因

に
　

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、

通
行
す
る
車
両
や
歩
行
者
の
見
通

し
を
妨
げ
、
交
差
点
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

●
緊
急
車
両
の
活
動
を
妨
げ
ま
す

　

狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る

と
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊

急
車
両
の
活
動
を
妨
げ
、
人
命
救

助
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

●
除
排
雪
作
業
な
ど
の
障
害
に

　

違
法
駐
車
が
除
雪
車
の
進
行
や

除
排
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
住

民
に
迷
惑
を
か
け
、
生
活
に
も
重

大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

や
め
ま
し
ょ
う

み
ん
な
が
困
る
迷
惑
駐
車

北
方
領
土
署
名
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯

舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び

択
捉
島
か
ら
な
る
北
方
四
島
の
早

期
返
還
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
道

民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ

た
る
悲
願
で
あ
り
ま
す
。

　

日
露
関
係
に
お
い
て
最
大
の
懸

念
で
あ
る
北
方
領
土
問
題
解
決
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
日
露
両
国
間
で

は
精
力
的
な
外
交
交
渉
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
北
方
領
土
返
還

要
求
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
60
年

以
上
が
経
過
し
た
現
在
な
お
、
北

方
領
土
返
還
へ
の
具
体
的
な
道
筋

は
見
え
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
国
の
外
交
交
渉
を
積

極
的
に
後
押
し
し
、
さ
ら
に
道
民

世
論
の
結
集
・
高
揚
を
図
る
た
め
、

２
月
７
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し

た
１
ヶ
月
間(

１
月
21
日
～
２
月

20
日)

を
特
別
啓
発
期
間
と
し
て
、

全
国
的
な
運
動
が
実
施
さ
れ
、
本

町
に
お
き
ま
し
て
も
署
名
運
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

署
名
用
紙
は
、
役
場
、
公
民
館
、

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
北
竜
温
泉

に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
署
名
頂
き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度

    
自
衛
官
等
募
集
案
内

■
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

　
大
卒
程
度
試
験

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
31
年

４
月
１
日
現
在
、
22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
者
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満

の
者
は
大
卒
）

受
付
期
間

３
月
１
日(

木)

～
５
月
１
日(

火)

試
験
期
日

１
次
試
験　

５
月
12
日(

土)

・
13

日(

日)

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

※
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

大
学
院
卒
者
試
験
の
募
集
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南

地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
４
・
５
６
１
７

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

中
島
則
明
・
村
上
勝
博
・
高
橋
敬
子

まちの動き
１月１日現在（前月比）

世帯数　８４３世帯(＋１)

 人口 １, ９１０人(±０)

　男　　　９１５人(－１)

　女　　　９９５人(＋１)
（外国人含）

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

林
野
庁
北
海
道
森
林
局
で
は
、

国
民
の
皆
さ
ま
に
国
有
林
の
役
割

や
現
状
等
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
国
民
の
幅
広
い
意
見
を

把
握
し
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営

に
役
立
て
る
た
め
、
平
成
30
・
31

年
度
の
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を

募
集
し
ま
す
。

依
頼
期
間

　

平
成
30
年
４
月
～

　

平
成
32
年
３
月
（
２
年
間
）

応
募
資
格

　

北
海
道
に
お
住
ま
い
で
、
国
有

林
に
関
心
の
あ
る
満
20
歳
以
上

（
平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
）

※
そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

募
集
人
数　

48
名

応
募
方
法

　

左
記
の
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・E-mail

の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）　

②
性
別

③
住
所　

④
郵
便
番
号　

⑤
生
年

月
日
・
年
齢　

⑥
職
業　

⑦
電
話

番
号　

⑧
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知

っ
た
き
っ
か
け　

⑨
応
募
理
由

（
１
０
０
字
程
度
）

募
集
期
限

　

平
成
30
年
２
月
23
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局

企
画
課
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

札
幌
市
中
央
区
宮
の
森
３
条
７
丁

目
70
番

℡
０
１
１
・
６
２
２
・
５
２
２
８

　

０
１
１
・
６
２
２
・
５
１
９
４

E-mail:h_kikaku@maff.go.jp

FAX
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北竜町の事件・事故の発生状況（12月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数事務所

荒らし
倉庫
荒らし

車上
狙い

軽油
灯油盗

その他 合計

平成29年 ０ ０ ２ ０ ０ ２

平成28年 ０ ０ ０ ０ ３ ３

人 身 事 故 物 損 事 故

平成29年 ０ 平成29年 61

平成28年 ２ 平成28年 51

平成29年 ２

平成28年 １

臨時職員を募集

町では、平成３０年度の臨時職員を下記により募集いたします。

■募集職種　事務職（役場、学校）
   募 集 人 員    若干名

   臨時任用期間    平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

   勤 務 時 間    正規職員の勤務時間に準ずる

   賃　　　　金    日額６，３００円～

   各 種 保 険    雇用保険、健康保険、厚生年金保険適用

   応 募 資 格    町内に住所を有し在住するもので、普通運転免許取得者

   募 集 期 間    平成３０年２月１日から２月２０日まで

   応 募 方 法    履歴書、健康診断書、運転免許証の写しを添えて、

　　　　　　　　　 『役場総務課庶務係』へ提出し申込み下さい。

■募集職種　嘱託員（役場）
   募 集 人 員   １名

   臨時任用期間   平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

   勤 務 内 容   庁舎・すこやかセンター管理(冷暖房操作、除雪、草刈、庁舎まわり環境整備等)、公用車運転・管理

   勤 務 時 間   正規職員の勤務時間に準ずる

   賃　　　　金   月額１３８，７００円～

   各 種 保 険   雇用保険、健康保険、厚生年金保険適用

   応 募 資 格   町内に住所を有し在住するもので、普通運転免許取得者、

　　　　　　　　　５５歳以上６５歳以下であること(Ｈ３０．４．１現在)

   募 集 期 間   平成３０年２月１日から２月２０日まで

   応 募 方 法   履歴書、健康診断書、運転免許証の写しを添えて、

　　　　　　　　　『役場総務課庶務係』へ提出し申込み下さい。

■募集職種　介護職・看護職（特別養護老人ホーム永楽園）
   募 集 人 員  若干名

   臨時任用期間  平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

   勤 務 時 間  面接時に協議

   賃　　　　金  日額６，３００円～９，０００円

   各 種 保 険  面接時に協議

   応 募 資 格  町内に住所を有し在住するもの

   募 集 期 間  平成３０年２月１日から２月２０日まで

   応 募 方 法  履歴書、健康診断書を『役場総務課庶務係』へ提出し申込み下さい。

　　　　　　　　（※介護職～ホームヘルパー等の資格を取得されている場合は、写しも添えて提出して下さい）

　　　　　　　　（※看護職～看護師・准看護師免許の写しも添えて提出して下さい）

【書類提出先・問い合わせ先】　役場総務課　庶務係　℡３４－２１１１



18

北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　２月１４日(水)は、午後３時より浦本先生が深川市において介護認

定審査会に出席のため、午後より休診となります。午前中は診察を行っ

ています。

　

今
回
は
ご
報
告
で
す
。
個
人
的

な
話
で
す
が
公
人
で
あ
り
ま
す
し

皆
様
に
ご
迷
惑
や
ご
心
配
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
の
で
キ
チ
ン
と
お

伝
え
せ
ね
ば
と
い
う
気
持
ち
か
ら

筆
を
と
り
ま
し
た
。（
噂
で
尾
ひ

れ
が
つ
い
て
も
い
か
ん
し
ね
）

　

昨
年
末
の
12
月
26
日
、
仕
事
を

終
え
家
の
前
の
除
雪
を
始
め
た
と

こ
ろ
突
然
右
耳
に
凄
ま
じ
い
大
音

量
の
耳
鳴
り
が
し
ま
し
た
。
と
同

時
に
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
程
の
ふ

ら
つ
き
に
襲
わ
れ
、
雪
の
中
で
四

つ
ん
這
い
に
な
り
ま
し
た
。
す
ぐ

に
手
足
の
動
き
を
確
認
し
ま
し
た

が
、
動
き
は
正
常
で
す
。
玄
関
に

急
ぎ
ま
し
た
が
し
っ
か
り
と
歩
け

ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
非
回
転
性
の

め
ま
い
で
す
。
落
ち
着
こ
う
と
思

い
ま
し
た
が
、
慌
て
る
も
ん
で
す

ね
、
よ
ろ
け
な
が
ら
転
び
な
が
ら

玄
関
に
倒
れ
こ
み
ま
し
た
。

　

安
静
に
し
て
い
ま
す
と
両
目
と

も
左
下
方
の
視
野
が
、
す
り
ガ
ラ

ス
越
し
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

５
分
ほ
ど
じ
っ
と
し
て
い
る
と

耳
鳴
り
は
止
み
、
ふ
ら
つ
き
は
や

や
軽
減
、
視
野
異
常
は
持
続
、
モ

ノ
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
で
す
が
歩

け
ま
す
。
し
か
し
吐
き
気
が
し
ま

す
。
手
足
は
正
常
。
初
め
て
の
症

状
だ
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
が
、
時
折
片
頭
痛
が
あ
り
ま
し

た
の
で
そ
れ
の
ひ
ど
い
ヤ
ツ
か
耳

の
病
気
か
あ
る
い
は
脳
血
管
障
害

な
ど
の
診
断
名
が
浮
か
び
ま
し
た
。

医
者
が
患
者
と
な
る
場
合
は
、
や

は
り
ど
う
し
て
も
軽
い
方
か
ら
考

え
た
く
な
る
も
ん
で
す
ね
。
血
圧

を
測
る
と
普
段
よ
り
高
め
で
す
。

30
分
後
に
再
度
、
全
身
チ
ェ
ッ
ク

を
し
ま
し
た
が
す
べ
て
の
症
状
は

持
続
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
舌
の

左
の
根
っ
こ
の
方
が
痺
れ
ま
す
。

血
圧
も
高
い
ま
ま
で
し
た
。

　

こ
れ
は
や
ば
い
ぞ
、
総
合
的
に

考
え
る
と
典
型
的
で
は
な
い
が
脳

血
管
障
害
疑
い
で
す
。
救
急
車
を

呼
ぼ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
な

ん
と
か
自
分
で
歩
け
る
の
で
タ
ク

シ
ー
代
わ
り
の
救
急
車
利
用
は
慎

む
べ
き
と
考
え
（
実
は
利
用
す
る

べ
き
患
者
だ
っ
た
の
で
す
が
）
ハ

イ
ヤ
ー
で
深
川
市
立
病
院
を
受
診

し
ま
し
た
。
頭
部
Ｃ
Ｔ
で
は
出
血

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
脳
梗
塞

の
早
期
は
Ｃ
Ｔ
で
は
見
え
ず
Ｍ
Ｒ

Ｉ
が
必
要
で
す
が
意
識
は
あ
り
ま

し
た
の
で
経
過
観
察
と
な
り
ま
し

た
。

翌
朝
も
症
状
が
続
い
て
い
ま
し
た

の
で
旭
川
赤
十
字
病
院
脳
外
科
を

受
診
し
ま
し
た
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
脳
梗

塞
と
診
断
さ
れ
即
入
院
と
な
り
ま

し
た
。

　

実
は
僕
に
は
弱
点
が
あ
り
ま
し

た
。
高
校
生
の
時
か
ら
不
整
脈
を

診
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
部
の

不
整
脈
で
は
稀
に
血
流
の
よ
ど
み

か
ら
血
栓
が
出
来
、
そ
れ
が
脳
に

流
れ
、
脳
梗
塞
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
僕
の
場
合
も
心
臓
が

原
因
の
脳
梗
塞
で
し
た
。
こ
の
不

整
脈
の
治
療
は
手
術
が
必
要
で
す
。

手
術
は
カ
テ
ー
テ
ル
で
心
臓
の
内

側
の
壁
を
電
気
焼
却
し
ま
す
。
い

ず
れ
は
や
ら
ね
ば
と
覚
悟
は
し
て

い
た
の
で
す
が
、
１
週
間
の
入
院

が
必
要
な
事
と
、
手
術
が
怖
い
の

で
（
マ
ジ
！
）
先
延
ば
し
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

後
遺
症
は
軽
い
ふ
ら
つ
き
と
舌

の
痺
れ
、
そ
れ
と
モ
ノ
を
噛
む
時

の
違
和
感
の
み
で
す
。
ご
く
軽
い

後
遺
症
で
す
が
ご
先
祖
様
か
ら
の

大
事
な
警
告
と
肝
に
銘
じ
て
い
ま

す
。

　

２
月
に
時
間
を
頂
い
て
治
療
し

て
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２３４

ほう　 こく

ご報告
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●大人の風疹ワクチン接種費用の助成について　　　

　■対象者　北竜町に住所を有する１９歳以上５０歳未満の方で、次の要件にあてはまる方

　　１）妊娠を予定または希望している既婚女性、またはその配偶者　　２）妊娠している女性の配偶者の方

　■助成内容

　　平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日までに、次のワクチン接種1回分の費用の全額を助成します。

　　１）風疹単抗体ワクチン　　２）麻疹・風疹混合ワクチン

　■手続きの方法

　　○医療機関でワクチンを接種した後、以下のものを持って住民課保健指導係（すこやかセンター窓口）

　　　へお越し下さい。

　　　①医療機関が発行した風疹ワクチン予防接種の領収書

　　　②銀行口座番号（農協口座、北空知信金口座、またはゆうちょ銀行口座）

　　　③印鑑

　　○窓口で申請書類を記載し、提出していただいた後にご指定の口座に助成金を振り込ませて頂きます。

●高齢者肺炎球菌ワクチンの定期予防接種について【定期】

　■対象者　６５歳以上の方は、平成３０年度までの間に１人１回、定期接種の対象となる機会があります。

　　今年度（平成３０年３月３１日まで）の定期接種の対象者は、以下の方々です。

　　　65歳：昭和27年4月2日～昭和28年4月1日生まれ　　　70歳：昭和22年4月2日～昭和23年4月1日生まれ

　　　75歳：昭和17年4月2日～昭和18年4月1日生まれ　　　80歳：昭和12年4月2日～昭和13年4月1日生まれ

　　　85歳：昭和7年4月2日～昭和8年4月1日生まれ　　　  90歳：昭和2年4月2日～昭和3年4月1日生まれ

　　　95歳：大正11年4月2日～大正12年4月1日生まれ　　  100歳：大正6年4月2日～大正7年4月1日生まれ

　　※上記の生年月日に該当する方で、今まで肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けたことがない方に限ります。

　　※接種時点で６０～６４歳で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫

　　　の機能に障害を有する病気で、障害者手帳１級の方も対象になります。

　■接種料金　　４，０００円

　■接種できる医療機関

  　北竜町立診療所・深川市立病院・深川内科クリニック・たかはし内科消化器内科・成田医院・深川第一病院

　　児島医院・北海道中央病院・沼田厚生クリニック・深川市立多度志診療所・秩父別町立診療所

●高齢者肺炎球菌予防接種助成について【任意】

　■対象者　北竜町在住の６６歳以上の高齢者。

　　　　　　ただし、２９年度の定期予防接種の対象者、及び既に肺炎球菌ワクチンを受けた方は対象から除きます。

　■助成内容

　　　平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日の間に接種した肺炎球菌ワクチン予防接種１回分

　　３，０００円の定額助成を行います。

　■手続きの方法

　　　接種終了後、以下のものを持って住民課保健指導係（すこやかセンター窓口）へお越し下さい。

　　　　① 医療機関が発行した予防接種領収書

　　　　② 銀行口座番号（農協口座、北空知信金口座、またはゆうちょ銀行口座）

　　　　③ 印鑑

　■予防接種の分類

　　　接種を受ける本人の自由意志による、「任意の予防接種」です。健康状態をよく確認し、かかりつけ

　　医師と相談した上で接種を受けてください。

【問い合わせ先】　　役場住民課　保健指導係　℡３４－２１１１

忘れていませんか？予防接種
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北竜町教育委員会

　１月４～５日、町営スキー場において、保育所年

長組と小学校１年生を対象とした「初心者スキー教

室」を実施しました。

　この教室は北竜町スキー指導員会のご協力により

開催され、１３名の参加者は歩き方やボーゲン、ロー

プリフトの乗り方などを教わりました。

　最初はなかなかうまく滑れずに苦戦する子どもも

いましたが、指導員の熱心な指導のおかげで、二日

目にはほとんどの子どもたちが上手に滑れるように

なり、充実したスキー教室となりました。

初心者スキー教室を実施

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

2/2,9(金) 洋裁教室 公民館  9:30～

2/15(木) ひまわり大学講演会 公民館 10:00～

2/17(土)
子どもと高齢者のふれあい事業
[元気に外で雪遊び・閉講式]

公民館  9:30～

2/21,28(水) ヨガ教室 公民館 10:00～

2/21(水) 真竜小学校低学年参観日 真竜小学校 13:25～

2/22(木) 真竜小学校高学年参観日 真竜小学校 13:25～

生涯学習カレンダー

　１２月７日、旭川市よりマジック教室主宰の西垣

良克氏をお招きし「高齢者のトラブル予防＆クリス

マスマジック」と題した講演会とマジックショーを

実施しました。

　大きなサイコロから人が出てくるマジックをはじ

め、風船の中から鳩が飛び出したり、ただの紙がお

札に変わるなどの本格的なマジックの数々が披露さ

れ、時には種明かしや、学生達自らもマジックに挑

戦するなど、大いに盛り上がるショーとなりました。

　また、西垣氏はかつて警察官を務められており、

高齢者が陥りやすい詐欺などのトラブルへの対処法

もレクチャーしていただきました。

ひまわり大学１２月講座を実施

　１２月９日、改善センターにて２４名参加のもと

「餅つき体験会」を実施しました。

　子どもたちは重たい杵に悪戦苦闘しながらも、推

進委員さんやノースドラゴンの力を借りて美味しい

お餅をつきあげ、皆でお雑煮やあんこ餅、黒千石大

豆を使ったきな粉餅などを堪能しました。

子どもと高齢者のふれあい事業を実施

図書館から新刊のお知らせ

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間
2月5・12・19・26日／3月5日（毎週月曜日）

　火～土曜日 9:00～18:00 日曜日 9:00～17:00

　・おもかげ　　　　　　　　 　　　　浅田　次郎
　・北の馬と南の馬　           　　　前川　貴行
　・オネスティ　           　　　　　石田　衣良

　　　他多数の新刊が入りましたのでお知らせします。

　１２月２６日～２８日の２泊３日、深川市のネイ

パル深川において、北空知の１市５町の中学生を対

象に「平成２９年度北空知シニアリーダー研修会」

を実施しました。

　北竜中学校からは６名の生徒が参加し他市町の生

徒と交流を深めました。また、３月には小中学生を

対象としたステップアップ研修会も予定されており、

今回の研修を通じて、リーダーとして小学生を引っ

張っていく自覚も芽生えていました。

平成２９年度
北空知シニアリーダー研修会を実施
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川瀬玲菜さん

井沼優斗さん 大島智也さん 後藤朋哉さん

髙田笑夏さん

白岡宗汰さん

長谷川真夕さん

前田絵利華さん

鷲尾泰成さん

井上沙稀さん

有馬未久さん

髙橋優斗さん

干場悟司さん

森菜那子さん

渡邊雄大さん

　１月７日公民館にて、新成人男性８名、女性７名を迎え平成３０年北竜町成人式が開催されました。

　式典では本多教育長の式辞に続き、佐野町長、佐々木議会議長からの激励と祝いの言葉が新成人達に贈られ、また成人

を代表し、三谷町内会の鷲尾泰成さんと和本町町内会の森菜那子さんからは“成人としての自覚を深め、おのおのに与え

られた分野に情熱をもって邁進し、平和で明るい社会の発展に寄与する”旨、誓いの言葉が述べられました。

　式典後の交流会では、駆け付けた小中学校時代の恩師の先生方や、久しぶりに再会した同級生らと思い出話に花を咲か

せ、またアグリファイター・ノースドラゴンによるショーも披露されるなど、笑顔あふれる賑やかな成人式となりました。
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